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量販店は秋を意識した品目構成に
８月はほぼ連日、

猛暑日となる気温

で、前半が晴天の日

が多かった。後半は曇雨天の傾向が

見られ、月末は台風10号が西日本に

上陸したことから各地で大雨となっ

た。北海道産の馬鈴薯では生育初期

の高温による小玉傾向が見られ、降

雨の影響で出荷が不安定だったこと

もあり相場は堅調推移。一方でタマ

ネギは作柄良好だった。ナスは群馬

・栃木産にて高温による花落ちが生

じて入荷量は少なく高値推移。キュ

ウリは山形産が７月の豪雨被害によ

り入荷量が少なかった。引き合いも

強く旧盆前は相場上昇となった。月

末の台風10号は西南産地で各種被害

を及ぼし、鹿児島産のオクラは早め

の切り上がりとなった。８月の野菜

総体の入荷量は前年比100％、キロ

価格は310円(同114％)。

９月は量販店の品目構成が秋を意

識したものに変わってくる。ダイコ

ンは高温障害や軟腐病が多発してお

り、入荷量は不安定で平年を下回る

と見られる。ホウレンソウは高温に

よる生育不良から少ない出回りで９

月いっぱいは高値の予想。ナスは出

荷ピークが８月から９月へずれたこ

とで月前半は増量見込み。トマトは

青森産での花落ちの影響から少なめ

の出荷が続き相場堅調の気配。キャ

ベツは群馬産を中心に作柄良好で順

調入荷となろう。９月の野菜総体の

入荷量は平年をやや上回る予想。

ピーマンは中旬以降に数量回復

レ
タ
ス
は
数
量･

価
格
と
も
前
年
並
み

８月は相次ぐ台

風により各地で大

雨・暴風の被害が

発生。青果物は連日の猛暑の影響

で全体的に入荷が安定せず価格高

となった。▷ピーマンは西南産地

で高温・干ばつにより花落ちなど

の影響があり数量減少。中旬以降

は東北産が潤沢な入荷となるも堅

調な販売となった。▷レタスは長

野産中心で上旬までは安定した入

荷であったが、

中旬以降は降雨

・高温が影響し入荷量減少。前年

比で数量減の単価高となった。▷

キャベツは群馬・長野産が主力の

中、前倒し出荷の影響で上中旬は

例年以下の入荷量となり堅調な販

売に。下旬にかけ群馬産の出荷が

増加するも、量販店の動きは活発

で相場は堅調に推移した。

９月も全国的に厳しい残暑が予

想され、台風や秋雨前線にも警戒

が必要である。▷ピーマンは西南

産地の出荷量伸び悩みから中旬まで

は堅調な販売予想。中旬以降は後続

の茨城産の増量と、西南産地の出荷

数量回復から市況は落ち着く見込

み。▷レタスは長野産が主で下旬よ

り茨城産が開始予定。天候次第では

あるが数量・価格は前年並み予想。

▷キャベツは上中旬以降徐々に増加

予想で、野菜全般の高値の影響を受

け量販店の動きも活発となる。▷馬

鈴薯は北海道産中心で各産地出そろ

うも、生育期の高温・干ばつの影響

で総じて小玉傾向が予想される。

低位安定の相場厳しい環境続く
猛暑や大型台風が

もたらした大雨など

異常気象が連続した

が、畜産物価格は比較的落ち着いた

推移をみせている。ただ、どちらか

というと低位安定の相場展開。畜産

の厳しい環境は引き続いている。

東京市場の８月の牛枝肉市況は交

雑去勢肉の月平均がキロ1574円で前

年同月よりおよそ１割高と安定した

が、和牛は依然低調で去勢Ａ４の月

平均は前年８月よりも85円安の1982

円にとどまった。Ａ５も2300円台の

月平均で、和牛肉を取り扱わない量

販店も増えているから2500円台を取

り戻すのは難しいとの見方が大勢。

９月のＡ４平均は2000円前後か。

豚枝肉の８月は東京市場の「上」

加重値でみると、月前半はキロ800

円台で推移したが、後半から下が

り、最後は655円で終了。月平均は

764円になった。一時は900円台の相

場も付けた前月に比べると67円安に

なったが、過去10年間で最高の月平

均を４月以降、５カ月連続で達成

し、好調を持続している。９月は肉

豚出荷が若干増え増体回復も見込め

るから月平均は700円前後か。

東京市場の８月のＭサイズの鶏卵

卸売値はキロ200円で始まって240円

で終了した。旧盆明けから値上がり

するのが通例だが、40円も上がるの

は異例。ヒナの餌付けが減少し、増

産意欲の低下も要因の一つ。９月の

平均は250円くらいか。

入荷量は前年より多い見込み

ミ
カ
ン
カ
キ
の
販
売
始
ま
る

８月は本格的な

暑さが訪れ、晴れ

の日が多く猛暑日

となる日も多かった。また、お盆

前には南海トラフの日向灘を震源

とした地震が発生。東北地方を横

断した台風５号、西日本を縦断し

た台風10号が各地で甚大な被害を

もたらすなど、災害の多い月とな

った。東京都中央卸売市場の入荷

量は２万8634㌧（前年比103.7

％）、価格は同

10 9 . 9 ％とな

り、入荷量は前年より若干多く単

価は前年より高くなった。販売で

はブドウの出荷が本格化する中、

巨峰・ピオーネ・デラウェアは高

温障害から少なく、シャインマス

カットの出回りは多くなった。ま

た、日本梨も盛期に入り、メイン

商材となった。スイカは引き合い

が強いものの出回りは少なかっ

た。リンゴは中旬から長野、山梨

産の新物が出回り始め、数量は不

作だった前年より多くなった。

９月も平年に比べ気温が高く残暑

が厳しくなる予想。降水量は平年並

みとなる見込み。販売の中心は日本

梨とリンゴで、極早生ミカンやカキ

の販売も始まる。ブドウ類も露地物

の最盛期に入る。ミカン類、カキ類

は少ない予想で、日本梨類、ブドウ

類は平年並みから多くなる見込み。

リンゴ類は生育が順調で前年より多

くなる予想。果物の入荷量は前年に

比べ若干多くなり、価格は前年並み

からやや高くなる見込み。

香
り
の
強
い
焼
酎
用
サ
ツ
マ
イ
モ

｢

ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
東
京｣

開
催

肥
育
牛
用
の
耳
標
型
セ
ン
サ
ー

デザミス㈱（東京都江東区）

は、牛のモニタリングシステムで

肥育牛を対象にした耳標型センサ

ー｢イヤタグセンサー｣＝写真＝の

提供を開

始した。

イヤタ

グセンサ

ーは、行

動データ

の収集を効率化する技術。個体識

別番号が記載された耳標のように

耳に装着する。既存のネックタグ

センサーでは肥育牛の成長に伴い

ベルトを緩める作業が必要だった

が、イヤタグセンサーは耳標と同

じように装着できるため、手間を

大幅に削減できる。

牛の行動を24時間、365日モニ

タリング。ＡＩで分析することに

より疾病傾向や発情・分娩の兆

候、起立困難などの異常を知らせ

る。死亡率の低減や畜産農家の経

営改善に貢献する。

丸みのある優しい形で重さは23㌘と軽

い。耳標と同じ手順で簡単に装着でき、は

さみで軸の部分を切るだけで外せる。

〈問い合わせ〉☎03・6380・7239

日本政策金融公庫（東京都千代

田区）は、国産農林水産物・食品

の商談会、第17回「アグリフード

ＥＸＰＯ東京2024」を８月21～22

日に東京ビッグサイト（東京都江

東区）で開いた＝写真。

「国産にこだわり農と食をつな

ぐ」をテ

ーマに、

農林水産

・食品事

業者と国

産農林水

産物・食品調達に意欲あるバイヤ

ーとのビジネス提携の機会を提供

する展示商談会。

地元産品の国内外販路拡大に加

え、輸出商社や海外バイヤーを招

いて農林水産物・食品の輸出拡大

支援の充実にも取り組んだ。

また、設置された相談コーナー

では輸出支援や物流関係など関係

機関の専門家が、出展者の課題へ

のアドバイスや支援メニューなどについて

紹介を行った。

全国各地から588の農林水産業、食品企

業が出展。来場者数は約１万2031人、商談

件数は４万909件と前回を上回った。

農研機構と霧島酒造㈱（宮崎県

都城市）は共同で、焼酎原料用の

サツマイモ品種「霧Ｎ８-２」＝

写真＝を育成した。

この品種を使った焼酎はマスカ

ットのようなフルーティーな香り

になる。

同品種は既存の焼酎原料用品種

「霧Ｎ８-１」より香り成分を多

く含んでおり、霧Ｎ８-１をイン

ドネシア

の在来種

と交配し

て誕生し

た。霧Ｎ

８-１の

酒質特徴を持ちながら、収量性や

でん粉歩留まりなどの農業特性や

醸造特性を高めた。

イモは楕
だ

円
えん

形。収量はコガネセ

ンガンより劣るが、霧Ｎ８-１よ

りも多収。コガネセンガンよりサ

ツマイモ基腐病に強く、抵抗性は

霧Ｎ８-１並みの“やや強”、サツマイモ

ネコブセンチュウ抵抗性は“やや強～

強”。もろみの酸度が高くなり焼酎の香り

や味わいが落ちる酸敗のリスクが低く、冬

以外でも焼酎が作れる。

次世代にどうバトンを渡すかを考える

経
営
継
承
で
大
切
に
す
る
こ
と
は
？

ＱＱＡＡ Ｑ

ご
自
身
が
経
営
継
承
さ

れ
る
際

ま
た

将
来

経

営
を
継
承
す
る
に
あ
た
り

大
切

に
し
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か


Ａ

父
が
30
年
前
に
ラ
イ
ス

セ
ン
タ
ー
業
を
行
う
会
社

を
設
立
・
法
人
化
し
、
僕
が
今
年

50
歳
に
な
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
も
あ

り
代
表
に
就
任
、
事
業
継
承
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
僕
の
役
目

は
こ
れ
か
ら
10
年
の
間
に
始
ま
る

で
あ
ろ
う
農
業
の
大
変
革
期
に
対

し
て
ど
う
備
え
、
次
世
代
に
ど
う

や
っ
て
バ
ト
ン
を
渡
す
の
か
？
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

社
長
と
し
て
ま
ず
初
め
に
３
０

０
軒
の
田
ん
ぼ
の
地
権
者
さ
ん
に

あ
い
さ
つ
ま
わ
り
、

地
代
交
渉
を
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
い

ろ
い
ろ
な
立
場
や
意

見
が
あ
る
と
は
思
い
ま
し
た
が

「
全
体
最
適
」
を
考
え
た
結
果
と

伝
え
、
多
く
の
農
家
さ
ん
の
ご
理

解
を
得
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。

も
う
一
つ
大
き
な
経
営
転
換
を

し
ま
し
た
。
30
年
間
、
地
域
密
着

で
行
っ
て
き
た
精
米
業
を
廃
業
す

る
決
断
で
す
。
病
院
食
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
工
場
の
社
食


老
人
ホ
ー
ム
と
い
わ
ゆ
る
業
務
用

米
で
す

30
年
間
の
経
営
で
大
き

く
支
え
て
も
ら
っ
た
想
い
も
あ
り

こ
こ
ま
で
続
け
て
き
ま
し
た
が


年
間
２
千
俵
と
今
と
な
っ
て
は
規

模
的
に
も
中
途
半
端
に
な
っ
て
し

ま
い
投
資
効
率
が
悪
い
と
判
断
し

た
結
果
で
す

廃
業
や
離
農
と
い

う
言
葉
は
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ

が
強
い
で
す
が

例
え
ば
飲
食
業

の
よ
う
な
激
し
い
競
争
か
ら
す
れ

ば
30
年
間
は
長
い
方
だ
と
思
い
ま

す
し

次
の
精
米
業
者
さ
ん
も
見

つ
か
り

健
全
な
新
陳
代
謝
の
結

果
だ
と
受
け
止
め
て
い
ま
す


国
は
１
次
産
業
だ
け
で
は
儲も

う

か

ら
な
い
か
ら
と
「
農
業
の
６
次

化
」
を
推
奨
し
政
策
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
昔
か
ら
精
米
業
は
加
工

・
販
売
・
流
通
を
こ
な
し
て
お

り
、
つ
ま
り
は
早
く
か
ら
６
次
化

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
精
米
業
を

廃
業
す
る
と
い
う
こ
と
は
真
逆
の

経
営
戦
略
で
す
。
一
言
で
農
業
と

い
っ
て
も
多
種
に
わ
た
り
経
営
も

大
き
く
違
い
ま
す
。
土
地
利
用
型

農
業
と
し
て
は
依
頼
の
増
え
続
け

る
農
地
を
効
率
よ
く
作
業
で
き
る

よ
う
に
努
め
、
１
次
産
業
で
し
っ

か
り
と
儲
か
る
経
営
を
め
ざ
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◇
次
回
は
10
月
11
日
付

農
産
物
の
商
標
登
録

③

主
な
拒
絶
理
由

主
な
拒
絶
理
由

主
な
拒
絶
理
由

拒
絶
理
由
に
該
当
す
れ
ば
登
録
で
き
な
い

出
願
し
て
も
、
拒
絶
理
由

に
該
当
す
る
と
商
標
を
登
録

で
き
ま
せ
ん
。
形
式
的
な
不

備
以
外
で
多
い
拒
絶
理
由

が
、｢

自
分
と
他
人
の
商
品･

役
務(

商
品
等)

を
識
別
で
き

な
い｣

と｢

同
一
ま
た
は
類
似

の
商
品
等
の
先
願
商
標
と
類

似
す
る｣

の
二
つ
で
す
。

そ
も
そ
も
商
標
は
、
自
分

と
他
人
の
商
品
等
を
識
別
す

る
た
め
の
マ
ー
ク
な
の
で
、

識
別
で
き
な
い
表
示
は
登
録

で
き
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
商

品
レ
タ
ス
に
つ
い
て｢

レ
タ

ス｣｢

野
菜｣

な
ど
の
普
通
名

称
は
登
録
で
き
ま
せ
ん
他

に
も

果
物
に
つ
い
て｢

完

熟｣｢

産
地
直
送｣｢

国
産｣｢

岡

山｣

な
ど
の
語
も
商
品
の
説

明
に
し
か
見
え
ず

ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
識
別
で
き
な
い
の

で

基
本
的
に
登
録
で
き
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
文
字
を
特

徴
的
に
デ
ザ
イ
ン
し
た
り
、

他
の
文
字
や
図
形
を
足
せ

ば
、
全
体
と
し
て
識
別
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

次
に

同
じ
分
野
で
似
た

商
標
の
出
願
が
競
合
し
た
場

合
先
の
出
願
が
登
録
さ
れ


後
の
出
願
は
拒
絶
さ
れ
ま

す
一
方
他
人
と
同
じ
商
標

で
も
異
な
る
商
品
等
な
ら


他
の
拒
絶
理
由
に
該
当
し
な

け
れ
ば
登
録
で
き
ま
す
。

あ
る
商
標
と
他
の
商
標
が

似
て
い
る
か
は
、
商
標
の
外

観
称
呼(

発
音)

観
念
を
総

合
的
に
比
較
し
て
判
断
し
ま

す
。
例
え
ば
、
外
観
と
観
念

が
違
っ
て
い
て
も
、
称
呼
が

共
通
し
て
い
れ
ば
、
多
く
は

類
似
と
判
断
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
複
数
の
語
を
結
合
し
た

商
標
は
、
構
成
の
一
部
が
共

通
す
る
だ
け
で
類
似
と
判
断

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

最
終
的
に
は
事
案
ご
と
に
判

断
す
る
必
要
が
あ
り
、
商
標

の
類
否
判
断
は
簡
単
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

先
願
商
標
に
よ
る
拒
絶
を

避
け
る
た
め
、
通
常
は
出
願

前
に
調
査
を
し
ま
す
。
特
許

庁
の
外
郭
団
体
の
独
工
業
所

有
権
情
報
・
研
修
館(

Ｉ
Ｎ

Ｐ
Ｉ
Ｔ)

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の｢

特
許
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム(

Ｊ-

Ｐ
ｌ
ａ
ｔ
Ｐ
ａ

ｔ)｣

を
利
用
す
れ
ば

先
願

商
標
を
簡
単
に
検
索
で
き
ま

す
ま
た
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
は
各

都
道
府
県
に
知
財
総
合
支
援

窓
口
を
設
置
し
、
商
標
を
含

む
知
財
の
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
無
料
で
相
談
で

き
る
の
で
、
必
要
に
応
じ
て

利
用
し
て
み
ま
し
ょ
う


松
田
綜
合
法
律
事
務
所

弁
理
士野

田

の

だ

薫
央

く

に

ひ

さ

報
告
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
う

ち
、
光
永
代
表
ら
は
「
女
性

農
業
者
が
直
面
す
る
課
題
と

カ
ナ
ダ
農
業
の
方
向
性
」
と

題
し
た
技
術
報
告
を
興
味
深

く
聴
い
て
い
た
。
報
告
者

は
、
カ
ナ
ダ
農
業
経
営
支
援

協
会
（
Ｆ
ａ
ｒ
ｍ

Ｍ
ａ
ｎ

ａ
ｇ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ

Ｃ
ａ
ｎ

ａ
ｄ
ａ
（
フ
ァ
ー
ム

マ
ネ

ジ
メ
ン
ト

カ
ナ
ダ
）
）
の

事
務
局
長
を
務
め
る
ヘ
ザ
ー

・
ワ
ト
ソ
ン
さ
ん
と
い
う
元

気
な
女
性
で
あ
る
。

こ
の
報
告
の
も
と
に
な
っ

た
女
性
農
業
者
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
か
ら
は
、
農
業
経

営
の
理
念
・
成
功
と
し
て
ワ

ー
ク
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を

最
も
重
視
す
る
一
方
で
、
女

性
農
業
者
は
多
忙
す
ぎ
る
、

家
族
の
世
話
や
家
庭
運
営
の

責
任
が
重
す
ぎ
る
な
ど
の
課

題
に
直
面
し
て
お
り
、
理
想

と
現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
浮

き
彫
り
と
な
っ
た
。

ま
た
、
約
３
割
の
女
性
農

業
労
働
に
対
し
て
金
銭
的
支

払
い
（
給
与
、
賃
金
、
報

酬
、
配
当
な
ど
）
が
一
切
な

い
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

に
も
驚
か
さ
れ
た
。

ワ
ト
ソ
ン
さ
ん
は
女
性
の

視
点
と
い
う
よ
り
も
、
人
間

性
と
い
う
も
っ
と
本
質
的
な

視
点
を
も
っ
て
、
女
性
農
業

者
が
抱
え
る
課
題
を
解
決
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
主

張
す
る
。
こ
う
し
た
カ
ナ
ダ

の
現
状
を
打
破
し
よ
う
と
意

気
込
む
彼
女
も
、
み
っ
ち
ゃ

ん
工
房
の
働
き
方
改
革
に
つ

い
て
共
感
し
て
く
れ
た
。

２
０
２
４
年
７
月
７
～
12

日
に
、
カ
ナ
ダ
中
部
の
サ
ス

カ
ト
ゥ
ー
ン
に
お
い
て
国
際

農
業
経
営
学
会
の
第
24
回
大

会
（
Ｉ
Ｆ
Ｍ
Ａ
24
）
が
開
催

さ
れ
た
。

世
界
20
カ
国
か
ら
、
農
業

・
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
経
営
者

と
そ
の
家
族
、
農
業
普
及
員

・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
研
究

者
な
ど
約
２
０
０
人
が
集
ま

っ
た
が
、
そ
の
中
に
は
日
本

の
農
業
者
と
し
て
は
初
め
て

と
な
る
女
性
３
人
も
い
た
。

熊
本
県
益
城
町
で
ベ
ビ
ー

リ
ー
フ
を
生
産
・
販
売
す
る

㈱
み
っ
ち
ゃ
ん
工
房
の
光
永

カ
オ
リ
代
表
と
、
そ
の
姉

妹
、
遠
山
智
美
さ
ん
、
冨
田

美
貴
子
さ
ん
で
あ
る
。

み
っ
ち
ゃ
ん
工
房
は
、
23

年
度
の
「
全
国
優
良
経
営
体

表
彰
」
に
お
い
て
、
そ
の
生

産
性
が
高
く
、
農
業
の
働
き

方
改
革
に
資
す
る
人
に
優
し

い
職
場
環
境
づ
く
り
の
取
り

組
み
が
高
く
評
価
さ
れ
、
農

林
水
産
大
臣
賞
に
輝
い
て
い

る
。

こ
の
大
会
で
、
私
は
光
永

代
表
と
の
連
名
で
、
「
農
業

経
営
の
成
長
と
女
性
参
画
に

向
け
た
職
場
づ
く
り
」
と
題

し
た
研
究
報
告
を
行
っ
た
。

女
性
を
中
心
に
20
人
余
り

の
労
働
力
を
擁
す
る
経
営

で
、
週
休
２
日
制
や
産
休
・

育
休
制
度
な
ど
農
業
界
で
は

思
い
切
っ
た
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

・
バ
ラ
ン
ス
策
を
試
み
る
一

方
で
、
生
産
規
模
は
３
倍
、

労
働
生
産
性
も
２
倍
と
い
っ

た
見
事
な
成
長
を
遂
げ
て
い

る
こ
と
を
、
視
覚
的
に
わ
か

り
や
す
い
ポ
ス
タ
ー
形
式
で

発
信
し
た
。

聴
衆
か
ら
は
、
こ
う
し
た

取
り
組
み
へ
の
関
心
は
高

く
、
好
意
的
な
評
価
を
い
く

つ
も
い
た
だ
い
た
。
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
で
農
場
運
営
の
経
験

が
あ
り
、
数
々
の
大
規
模
農

場
の
経
営
指
南
を
業
と
す
る

デ
ビ
ッ
ド
・
ヒ
ュ
ー
ズ
さ
ん

(

同
学
会
副
会
長)

は
、
次
の

よ
う
に
コ
メ
ン
ト
し
て
く
れ

た
｢

確
か
に
教
科
書
に
は
、

労
働
環
境
を
整
え
る
こ
と
で

生
産
性
が
上
が
る
と
書
い
て

あ
る
で
も
本
当
に
そ
う
し

た
こ
と
を
実
践
し
て
い
る
の

は
見
た
こ
と
も
聞
い
た
こ
と

も
な
い
。
こ
の
事
例
が
初
め

て
だ
。
み
っ
ち
ゃ
ん
工
房
の

今
後
の
発
展
が
楽
し
み
」

海
外
の
農
業
で
は
「
働
き

方
改
革
」
と
い
う
言
い
方
は

あ
ま
り
な
じ
み
が
な
い
が
、

そ
れ
は
世
界
で
も
先
を
行
く

取
り
組
み
で
あ
る
こ
と
を
確

認
で
き
た
。

国
際
農
業
経
営
学
会
は
、

イ
ギ
リ
ス
に
本
部
を
持
つ
団

体
だ
。
２
年
に
一
度
、
世
界

各
地
で
大
会
が
開
か
れ
、
農

業
経
営
に
関
す
る
知
識

・
考
え
・
経
験
を
共
有

す
る
た
め
に
、
意
欲
あ

る
農
業
経
営
者
を
は
じ

め
、
農
業
経
営
を
支
援

す
る
関
係
者
が
世
界
か

ら
集
う
。

学
術
論
文
誌
の
出
版

を
行
い
つ
つ
、
多
く
の

農
業
者
・
実
務
家
が
大

会
に
参
加
し
て
、
自
ら

の
実
践
経
験
を
発
信
す

る
な
ど
、
産
学
連
携
活

動
に
力
を
入
れ
て
い
る

の
も
特
徴
で
あ
る
。
学

会
会
長
の
ト
レ
バ
ー
・

ア
ト
キ
ン
ソ
ン
さ
ん

も
、
イ
ギ
リ
ス
農
家
の

出
身
で
、
国
内
外
で
農

場
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
や
食
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
を

運
営
す
る
実
業
家
で
あ
る
。

大
会
期
間
中
は
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
大
会
テ
ー
マ
に
即

し
た
実
践
報
告
を
何
人
も
の

農
業
者
が
行
う
ほ
か
、
普
及

員
に
よ
る
技
術
報
告
や
研
究

者
に
よ
る
学
術
報
告
を
通
し

て
、
世
界
の
農
業
経
営
の
実

態
を
垣
間
み
る
こ
と
が
で
き

る
。ま

た
、
報
告
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
合
間
に
は
、
日
帰
り
の
現

地
視
察
や
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン

メ
ン
ト
に
工
夫
を
凝
ら
し
た

食
事
会
も
準
備
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
国
で
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
農
業
経
営
者
と
交
流
で
き

る
め
っ
た
に
な
い
機
会
に
恵

ま
れ
る
。

研
究
者
も
含
め
て
日
本
か

ら
の
参
加
者
は
こ
れ
ま
で
少

な
く
、
今
回
は
初
め
て
の
農

業
者
の
参
加
と
い
う
こ
と

で
、
と
て
も
歓
迎
さ
れ
た
。

今
後
、
日
本
か
ら
の
参
加
者

が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し

て
、
私
は
学
会
の
評
議
員

(

ア
ジ
ア
地
区)

に
選
出
さ
れ

た
。
こ
れ
も
日
本
人
と
し
て

は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。

光
永
代
表
は
「
と
て
も
貴

重
な
経
験
で
し
た
。
日
本
の

農
業
を
も
っ
と
発
信
す
べ
き

と
思
い
ま
す
。
英
語
を
ち
ゃ

ん
と
勉
強
し
て
、
次
の
大
会

に
も
挑
戦
し
た
い
」
と
参
加

後
の
感
想
を
語
っ
た
。

２
年
後
の
大
会
は
、
南
米

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
あ
る
。
あ

な
た
の
農
業
も
世
界
に
発
信

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
こ
ろ
で
、
今
回
の
大
会

テ
ー
マ
は
、
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｌ
Ｉ

Ｅ
Ｎ
Ｃ
Ｅ

Ｔ
Ｈ
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｇ

Ｈ

Ｉ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ

Ｎ
（
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

ス
ル

ー

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）
で

あ
っ
た
。

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
直
訳
す

る
と
「
回
復
力
」
と
な
り
意

味
は
わ
か
り
に
く
い
が
、

「
逆
境
に
立
ち
向
か
う
経
営

革
新
」
が
世
界
の
農
業
経
営

関
係
者
に
と
っ
て
共
通
す
る

課
題
で
あ
る
と
理
解
す
れ
ば

よ
い
だ
ろ
う
。

気
候
変
動
・
生
態
系
や
世

界
情
勢
な
ど
大
き
な
リ
ス
ク

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
発
表
内
容

を
み
る
と
、
農
業
組
織
の
在

り
方
、
経
営
継
承
の
難
し

さ
、
家
族
や
従
業
員
と
の
人

間
関
係
と
い
っ
た
日
々
の
苦

労
ま
で
も
が
、
農
業
経
営
で

対
処
す
べ
き
逆
境
だ
と
認
識

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

日
本
で
は
こ
う
し
た
問
題

を
逆
境
と
は
呼
ば
な
い
か
も

し
れ
な
い
が
、
将
来
を
左
右

し
か
ね
な
い
切
実
な
経
営
課

題
と
し
て
改
め
て
向
き
合
う

必
要
が
あ
ろ
う
。

シエーション、ＩＦＭＡ）」に参加。経営内容を発

表し、高評価を受けた。発表者の東京都市大・サウ

ス・オーストラリア大の木下幸雄教授に参加者から

の評価や会場の反応などを報告してもらった。

今年７月、日本の農業者が初めて「国際農業経営

学会（Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｆａｒｍ Ｍａ

ｎａｇｅｍｅｎｔ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ、イン

ターナショナル ファーム マネージメント アソ

カ
ナ
ダ
農
業
経
営
支
援
協
会
の

ワ
ト
ソ
ン
事
務
局
長
（
右
か
ら

２
人
目
）
と
女
性
同
士
の
交
流

人に優しい職場環境づくり世界で高評価人に優しい職場環境づくり世界で高評価 カ
ナ
ダ
で
国
際
農
業
経
営
学
会

東
京
都
市
大
学
環
境
学
部
教
授

サ
ウ
ス･

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
学
連
携
研
究
教
授

木
下
幸
雄
氏
が
報
告

日
本
農
業
の｢

働
き
方
改
革｣

先
進
的
な
取
り
組
み
を
発
信

女
性
農
業
者
の
課
題
解
決
へ

カ
ナ
ダ
女
性
も
改
革
に
共
感

逆
境
に
立
ち
向
か
う
経
営
革
新

切
実
な
世
界
共
通
の
課
題
に 発表ポスターを掲げる光永代表（右）、

冨田さん（中央）、遠山さん

農水大臣賞を受賞し

日本農業者初の参加

熊本･益城町 みっちゃん工房

世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
経
営
者

一
堂
に
集
う
グ
ロ
ー
バ
ル
学
会

「
み
っ
ち
ゃ
ん
工
房
の
今
後
の
発
展

が
楽
し
み
」
と
述
べ
た
学
会
の
ヒ
ュ

ー
ズ
副
会
長
（
前
列
中
央
）
ら
と
楽

し
い
夕
食
会

日
本
か
ら
の
参
加
者
増
を
期
待

＜＞農研機構 微香品種を解析し化合物検出

香
り
の
良
い
品
種
誕
生
に
期
待

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
の

花
の
香
り
成
分
発
見

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
の

花
の
香
り
成
分
発
見

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
の

花
の
香
り
成
分
発
見

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
の

花
の
香
り
成
分
発
見

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
の

花
の
香
り
成
分
発
見

農
研
機
構
（
茨
城
県
つ
く
ば

市
）
は
、
香
り
は
ご
く
弱
く
、

大
半
の
品
種
で
「
香
り
が
な

い
」
と
さ
れ
て
き
た
ト
ル
コ
ギ

キ
ョ
ウ
の
花
の
香
り
成
分
を
解

析
。
ハ
ー
ブ
の
よ
う
な
香
り
や

甘
い
香
り
な
ど
の
多
様
な
成
分

を
持
つ
こ
と
を
世
界
で
初
め
て

発
見
し
た
。
育
種
に
よ
り
こ
れ

ら
の
成
分
を
多
く
持
つ
品
種
が

開
発
さ
れ
れ
ば
、
香
り
が
ト
ル

コ
ギ
キ
ョ
ウ
切
り
花
の
新
た
な

魅
力
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
は
、
リ
ン

ド
ウ
科
の
一
年
草
ま
た
は
二
年

草
。
草
丈
０
・
５
～
１
㍍
ほ

ど
、
茎
の
先
に
５
～
10
㌢
ほ
ど

の
大
ぶ
り
な
花
を
咲
か
す
。
名

前
に
ト
ル
コ
と
付
く
が
原
産
地

は
北
ア
メ
リ
カ
。

多
様
な
花
の
色
や
形
、
日
持

ち
の
良
さ
が
魅
力
の
主
要
な
花

き
品
目
で
、
結
婚
式
や
葬
儀
な

ど
に
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
。
日

本
で
育
成
さ
れ
た
品
種
種
子
の

世
界
シ
ェ
ア
は
高
く
、
世
界
の

人
を
魅
了
す
る
人
気
の
切
り
花

に
な
っ
て
い
る
。

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
の
香
り
は

ご
く
弱
く
、
ほ
と
ん
ど
の
品
種

は
香
り
が
な
い
と
さ
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
バ
ラ
に
代
表
さ

れ
る
よ
う
に
切
り
花
の
香
り
の

良
さ
は
、
消
費
者
に
と
っ
て
重

要
な
購
入
動
機
の
一
つ
に
な
っ

て
い
る
。
商
品
の
価
値
や
人
気

を
よ
り
高
め
る
た
め
多
様
な
花

色
や
形
に
加
え
、
香
り
の
良
い

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
の
誕
生
が
望

ま
れ
て
い
た
。

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
に

は
、
弱
い
な
が
ら
も
甘
い

香
り
を
持
つ
品
種
が
稀ま

れ

に

存
在
す
る
。
そ
こ
で
農
研

機
構
で
は
、
弱
い
な
が
ら

も
甘
い
香
り
の
す
る
品
種

「
ニ
ュ
ー
リ
ネ
ー
シ
ョ
ン

ホ
ワ
イ
ト
」
の
花
の
香
り

の
成
分
を
解
析
し
た
。

そ
の
結
果
、
ハ
ー
ブ
の

よ
う
な
香
り
の
成
分
を
持

つ
モ
ノ
テ
ル
ペ
ン
類
、
香

り
の
弱
い
セ
ス
キ
テ
ル
ペ

ン
類
に
加
え
、
ス
パ
イ
シ

ー
な
甘
い
香
り
を
持
つ
芳
香
族

化
合
物
オ
イ
ゲ
ノ
ー
ル
、
猫
が

好
む
植
物
の
マ
タ
タ
ビ
に
含
ま

れ
る
成
分
の
イ
リ
ド
イ
ド
類
と

ア
ク
チ
ニ
ジ
ン
な
ど
36
種
類
の

化
合
物
が
検
出
さ
れ
た
。
ニ
ュ

ー
リ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ワ
イ
ト
の

花
の
甘
い
香
り
は
、
オ
イ
ゲ
ノ

ー
ル
な
ど
の
芳
香
族
化
合
物
に

よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
明
ら

か
に
な
っ
た
。

オ
イ
ゲ
ノ
ー
ル
は
、
バ
ラ
や

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
花
の
香
り

に
も
含
ま
れ
て
い
て
、
香
り
の

良
い
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
育
成
の

た
め
の
指
標
と
な
る
。

野
菜
花
き
研
究
部
門
の
大
久

保
直
美
研
究
推
進
室
長
は
「
オ

イ
ゲ
ノ
ー
ル
含
有
量
の
多
い
品

種
を
交
配
す
る
こ
と
で
、
ト
ル

コ
ギ
キ
ョ
ウ
に
甘
い
香
り
を
付

与
で
き
る
。
良
い
香
り
の
品
種

が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
」

と
話
し
て
い
る
。

微
弱
な
が
ら
も
甘
い
香
り
を
放
つ

品
種
「
ニ
ュ
ー
リ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ホ

ワ
イ
ト
」
（
農
研
機
構
提
供
）

４経営・技術年(令和6年)()（第３種郵便物認可）全 国 農 業 新 聞（第３種郵便物認可）年(令和6年)()経営・技術５




